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葉を交わし、共に笑うこと、これがキホンのキであることを鋭く言い当てた言葉である。とりわけ、飽食の国々とは異なり 普段はスキッ腹 抱えて生きているパプアニューギニアの庶民達にとっ 、 「食べるということは、わけても「腹一杯食べる」ということは、格別 喜びを与えてくれ機会である。私 ニューギニア高地の村で住み込みのフィールドワーク 行っ いた頃、 夕食は米を炊いて ホスト ・ ファミリーの皆と食事を共にしていたが ある時、私とホスト・ファーザーのウィンディ老人とウィンディ老人の婿の弟（私のアシスタントでもあった） キンジャロの三人で一 ロ ・パックの豪州米を食べたこ がある。私ベルトの穴を一つゆるめても、もう沢山だったが、二人は一キロ・パック 米を平らげても、まだ余裕を残しているようだっ
た。
　ニューギニア高地の人々は伸縮自在の胃
袋の持ち主で、普段は、朝に二本のサツマイモ、夕に二本のサツマイモという生活を送っている（私は、これに 音を上げた。サツマ は美容食と呼ばれるくらい消化が良い。ということは、腹持ちが悪いということである。食べて二時間もすると、腹が空いてくるのである。それで 夕食は、私が米を炊いて、皆と 事を共にすることにしたのである）が、一旦 食べるとなると、驚異的な食欲を発揮する。キンジャロの次兄のケベンゲなど、一キロ・パックの米を一人でペロリと平らげたほどであ 。
　そうして、おなかがくちくなると、口も




物語り、キリスト教に駆逐される前の伝統的宗教儀式、白人がや き 時の驚きに満ちた出来事の数々など、私の知りたいことを口も滑らかに話し るのである。












カイカイ ・ ワンタイム ！







































　「オポガイ ・ アペー！オポガイ ・ アペー！」　呼ばれた男もまた、自分が肉を贈与され
るに足る大人物であると認められた喜びを満面にたたえ、馳せ寄ると 肉を肩に自分の家族のもとに意気揚々と引き揚げる。
　そして、ブタの背肉の半身を切り分けて
家族の者に配分する。
　石で蒸したブタ肉は、何の調味料も必要
としないほど、肉本来の旨さがソックリ保たれている。
　こうして、蛋白質と脂肪への飢餓が癒さ
れたニューギニア高地 人々はすっかり幸せになって、肉を通じて精神的にも一体となるのである。
　「カイカイ・ワンタイム、トクトク・ワ
ンタイム、ラフ・ワンタイム」の言葉通り、祭場は人々の声で満ちあふれ、明るい笑い声が響き渡るのである。
（しおた 　みつき／アジア経済研究所新領域研究センター）
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世界は何を食べているか─第三世界の主食
